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電
電
戸
塚
団
地
自
治
会
は
結
成
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
私
は
17
代
目
の
会
長
を
拝
命
し
て
い
る
15
班
の
蓬

田
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　

　

当
自
治
会
は
１
９
６
７
年
に
当

時
の
日
本
電
信
電
話
公
社
の
電

気
通
信
共
済
会
が
現
在
の
平
戸
５

丁
目
で
第
一
戸
塚
団
地
と
し
て
開

発
・
分
譲
し
た
１
７
１
区
画
の
中

で
、
先
に
居
住
し
た
世
帯
数
53
・

７
つ
の
班
で
発
足
し
ま
し
た
。
2

年
後
の
１
９
６
９
年
に
は
第
二
戸

塚
団
地
の
４
７
８
区
画
が
、
現
在

の
平
戸
４
丁
目
ま
で
拡
大
し
て
い

き
ま
す
。
私
自
身
も
電
電
公
社
職

員
の
父
と
共
に
一
家
で
４
丁
目
に

転
居
し
て
来
て
か
ら
50
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
保

土
ヶ
谷
駅
ま
で
バ
ス
通
学
で
し
た

が
国
道
一
号
線
の
渋
滞
で
苦
労
し

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
１
９
８
０
年
に
Ｊ
Ｒ

東
戸
塚
駅
が
開
業
し
、
そ
の
後

も
駅
前
に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
群
や

大
規
模
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
、

環
状
２
号
線
等
の
道
路
網
も
整
備

さ
れ
る
中
で
、
東
戸
塚
駅
の
周
辺

は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
現
在

の
自
治
会
は
周
辺
の
分
譲

住
宅
地
の
加
入
も
続
き
、

１
１
６
２
世
帯
39
班
と
地

域
有
数
の
規
模
に
成
長
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
歴
代
の

役
員
・
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
・
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
一
里
塚
60
周
年
記
念
号
（
２
０
５
号
）
で

は
自
治
会
の
60
年
の
歩
み
を
年
表
と
写
真
・
貴
重
な
資

料
と
共
に
お
届
け
し
ま
す
。
最
初
の
分
譲
地
の
開
発
か

ら
60
年
が
経
過
し
、
当
初
か
ら
居
住
し
て
い
る
会
員
が

徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
比
較
的
新
し
く
加
入
さ
れ

た
会
員
も
含
め
て
、
こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
自
治
会
の

成
り
立
ち
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

歴
代
の
役
員
・
会
員
の
努
力
で
築
か
れ
た
現
在
の
環

境
は
、
自
治
会
所
有
の
会
館
を
は
じ
め
、
３
３
２
機
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
、
消
火
栓
47
ヶ
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
8
台

等
々
、
社
会
的
な
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
た
住
宅
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
２
０
２
０
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
会

員
・
役
員
の
安
全
対
策
を
最
優
先
し
多
く
の
活
動
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
は
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
て
徐
々
に
活
動
を
再
構
築
し
、
現
在
は
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
自
治
会
活
動
を
目
指
し
て
「
安

全
・
安
心
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
地
域
の
世
代
交
代
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た

新
た
に
加
入
す
る
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に

住
む
会
員
の
皆
さ
ま
に
、
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
、

住
み
よ
い
環
境
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
親
か
ら
子

へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
街
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
た
ち
自
治
会
役
員
は
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ

日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
本
号
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
元
会
長
の
加
藤
羊

子
氏
、
16
班
の
筒
井
博
氏
、
平
戸
地
区
連
合
町
内
会
長

の
相
澤
辰
信
氏
お
よ
び
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
資

料
・
写
真
等
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
結
成
60
周
年
を
迎
え
て

蓬よ
も
ぎ
だ田

　
司

会
　
長

60周年記念号

1970年 第二戸塚団地が分譲開始された頃の電電戸塚団地

第二公園

電電
商店

街

自治会館

一里塚公園

第三公園

第一公園



1972年の平戸地区（左下は東戸塚駅の建設予定地）
写真提供：相澤辰信氏

（2）一　　里　　塚

西　暦 和　暦 月 主　な　出　来　事 会員世帯数 班数 代 会長（敬称略）
1967年 昭和42年 ３月 自治会結成 53 ７ １ 富田繁一
1968年 昭和43年 ７月

８月
郵便番号制度実施（参考）
平戸中公園公開 98 10 ２ 生田　努

1969年 昭和44年 ５月 東名高速道路全線開通（参考） 157 〃 ３ 小池　潔
1970年 昭和45年 ３月 日本万国博覧会、大阪千里で開催（参考） 171 〃 ４ 広内茂孝
1971年 昭和46年 ６月 日米両政府が沖縄返還協定に調印 316 20 ５ 金子銀四郎
1972年 昭和47年 ４月

６月
平戸小学校開校
平戸第一公園公開 550 32 ６ 園延愛助

1973年 昭和48年
９月
10月

丸長産業社宅が自治会加入
自治会館竣工
平戸第二公園公開

730 33 〃 　  〃

1974年 昭和49年
６月

みどり会（電電老人クラブ）結成
一里塚公園公開 850 〃 〃 　  〃

1975年 昭和50年 10月 なかよし文庫（バス文庫）子ども会の運営で開設
電電スヌーピー発足 869 〃 ７ 松田正一

1976年 昭和51年 ４月 なかよし文庫（バス文庫）自治会図書委員会で運営 　　〃 〃 〃 　  〃
1977年 昭和52年 ５月

10月
県営平戸住宅建設に伴うテレビ共同受信施設組合結成
平戸第三公園公開 883 〃 8 松井栄之助

1978年 昭和53年 ４月 自治会館増設工事完了 900 〃 9 藤本憲一
1979年 昭和54年 12月 自治会自主防災対策要綱制定 〃 〃 　  〃
1980年 昭和55年 ４月

６月
10月

可搬式消防ポンプ設置
みどり会が東日本ゲートボール大会で優勝
JR東戸塚駅開業

　　〃 〃 〃 　  〃

1981年 昭和56年 ６月 なかよし文庫蔵書1797冊に 　　〃 〃 〃 　  〃
1982年 昭和57年 ７月 住居表示制導入　平戸町→平戸 982 〃 〃 　  〃
1983年 昭和58年 ９月 巡回バス（神奈中）運行計画、反対が３割近くで中止 　　〃 〃 〃 　  〃
1984年 昭和59年 ６月 平戸方面校（中学校）敷地造成工事開始 　　〃 〃 〃 　  〃
1985年 昭和60年 10月 理事制とブロック制の新設

会計監査選任方法の改定 955 〃 〃 　  〃

1986年 昭和61年 ４月
11月

平戸中学校開校
戸塚区分区
消防団第２班発足

　　〃 〃 10 丸茂正巳

1987年 昭和62年 ４月 「自治会だより」から「一里塚」へ 〃 〃 　  〃
1988年 昭和63年 ４月 川上地区が４地区に分割され、平戸地区に所属 989 〃 11 星野繁夫
1989年 平成元年 10月 東戸塚地区センター開館 　　〃 〃 12 小森谷春雄
1990年 平成２年 10月 第３回平戸地区大運動会で優勝 〃 〃 　  〃
1991年 平成３年 ４月 雲仙普賢岳災害義援金22万5990円 1,007 〃 〃 　  〃
1992年 平成４年 ４月

10月
公園愛護会結成
会報100号発行 　　〃 〃 13 上段三郎

1993年 平成５年 「ハゲ山」造成工事開始 　　〃 〃 〃 　  〃
1994年 平成６年 １月 ニューシティ東戸塚建設工事に伴う「テレビ共同受信施設管理組合」設立 1,031 〃 〃 　  〃
1995年 平成７年 ４月 阪神大震災義援金45万1506円 　　〃 〃 〃 　  〃
1996年 平成８年 ７月

10月
消防自動車の寄贈を受ける
平戸地区大運動会で３年連続優勝 　　〃 〃 〃 　  〃

1997年 平成９年 ９月
12月

電電ボランティアの会発足
消防車車庫完成 1,060 〃 〃 　  〃

1998年 平成10年 ３月

９月

環状２号線開通
34班新設
自治会の法人登記が完了

　　〃 34 〃 　  〃

治会60年の歩み

1972年 電電戸塚団地上空から
写真提供：相澤辰信氏



1980年東戸塚駅開業当時
写真提供：相澤辰信氏

（3） 一　　里　　塚

西　暦 和　暦 月 主　な　出　来　事 会員世帯数 班数 代 会長（敬称略）
1998年 平成10年 ９月

12月
自治会館用地、共済会の無償贈与が決定し登記手続完了
自治会館改修工事完了 1,060 34 13 上段三郎

1999年 平成11年 10月 福寿歩道橋開通 1,080 〃 〃 　  〃
2000年 平成12年 10月 14班の再編と37班の新設

連合大運動会で総合優勝と市長杯 　　〃 37 〃 　  〃

2001年 平成13年 豪雨対策として地域内の道路に「雨水浸透桝」の工事が始まる 　　〃 〃 〃 　  〃
2002年 平成14年 ３月 38班の新設 　　〃 38 〃 　  〃
2003年 平成15年 ７月 平戸町の町内会がホタルの里事業計画を作成 1,150 〃 〃 　  〃
2004年 平成16年 11月 防犯パトロール開始 　　〃 〃 〃 　  〃
2005年 平成17年 11月 横浜環境行動賞を受賞 　　〃 〃 〃 　  〃
2006年 平成18年 ３月

６月
第二公園西側入口に車イス用スロープを設置
上段会長が永年貢献で市長表彰 　　〃 〃 〃 　  〃

2007年 平成19年 ４月 自治会館建替えを総会承認 　　〃 〃 〃 　  〃
2008年 平成20年 8月

10月
災害時要援護者支援（YS）活動スタート
戸塚署管内初の「青色回転灯搭載車」で防犯パトロール 　　〃 〃 14 加藤羊子

2009年 平成21年 ３月 自治会館落成式
「災害時要支援者体制づくり」区モデル事業発表会へ 　　〃 〃 〃 　  〃

2010年 平成22年 ３月 防犯功労賞、県警より表彰 　　〃 〃 〃 　  〃
2011年 平成23年 ７月 地上波アナログ放送終了に伴いテレビ共同受信施設組合を解散 　　〃 〃 〃 　  〃
2012年 平成24年 ６月

10月
11月

会員家族カード整備で平均世帯人数が2.94人に
ごみ集積場所早朝ウォークラリーを実施
自治会掲示板をアクリル板引き戸式に更改

1,163 39 〃 　  〃

2013年 平成25年 ９月 関東大震災から90年、自助・共助の輪を訴え 　　〃 〃 〃 　  〃
2014年 平成26年 ９月 会員家族カード整備で一人世帯が147世帯に 　　〃 〃 〃 　  〃
2015年 平成27年 １月

９月
防犯灯のLED化完了
ボックス公衆電話を第二公園に設置 　　〃 〃 〃 　  〃

2016年 平成28年 ４月 第50回総会、雨天で建替え後初の会館での開催 　　〃 〃 〃 　  〃
2017年 平成29年 ３月

５月
加藤会長が永年貢献で市長表彰
自治会広報車（中古車）を購入、マイカーの青パト車登録を解除 1,180 〃 〃 　  〃

2018年 平成30年 ７月 戸塚土木事務所の指導で第二公園に「落ち葉ハウス」を新設 1,190 〃 15 篠崎　臣
2019年 令和元年 ２月 「納涼盆踊り大会」を第二公園グラウンドで２日間にわたり開催 　　〃 〃 〃 　  〃
2020年 令和２年 ２月 横浜港にダイヤモンドプリンセス号が入港。世界規模でのコロナ禍へ

自治会行事の盆踊り大会・敬老の集い・防災拠点訓練等が中止に 　　〃 〃 〃 　  〃

2021年 令和３年 ７月 東京オリンピック2020がコロナ禍の影響で１年遅れで開催される
　　〃 〃 16 北爪靖彦

12月 地域防犯カメラ１号機を旧八木澤精肉店前に設置
2022年 令和４年 ４月 第１回 夏祭りを自治会と子ども会が中心となり感染対策の上で開催

　　〃 〃 〃 　  〃自治会費を減額（普通世帯月額400円・アパート単身世帯200円）
11月 ３年ぶりに平戸小学校地域防災拠点訓練を感染対策の上で再開

2023年 令和５年 ３月
４月
５月

消防自動車が行政補助で更新　
会員データベースを整備し、今までの会員家族カードを電子化へ
新型コロナの感染法上の位置づけが５類へ移行し収束へ向かう

　　〃 〃 17 蓬田　司

2024年 令和６年 ４月 1974年設立の「みどり会（電電老人クラブ）」が惜しまれつつ解散
1,186 〃 〃 　  〃

補助金を活用して自治会館のエアコンを省エネ型に更新
2025年 令和７年 １月 戸塚土木事務所で平戸第二公園の遊具と樹木を大規模更新

1,162 〃 〃 　  〃４月 広報紙「一里塚 第200号」を発行
補助金を活用して自治会館２階テラスに防犯カメラ２台を設置

2026年 令和８年 ４月 電電戸塚団地自治会 創立60周年　記念事業への取組み
　　〃 〃 〃 　  〃

自治会ホームページを開設

電電戸塚団地自

1979年 東戸塚駅建設予定地
写真提供：大塚紀美雄氏



（4）一　　里　　塚

　

私
た
ち
の
電
電
戸
塚
団
地

の
始
ま
り
は
１
９
６
５
年

（
昭
和
40
年
）
に
当
時
の
日

本
電
信
電
話
公
社
（
略
称
：

電
電
公
社
）
の
電
気
通
信
共

済
会
が
職
員
向
け
の
住
宅
団

地
を
開
発
・
分
譲
し
た
こ
と

で
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
は

戸
塚
区
平
戸
町
字
谷
宿
谷
等

と
呼
ば
れ
て
い
た
農
地
・
山

林
・
国
有
地
等
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
開
発
に
先
駆
け
て

宅
地
転
用
の
地
目
変
更
や
国

有
地
買
収
の
為
の
所
轄
官
庁

と
の
折
衝
、
工
事
の
認
可
を

受
け
る
為
の
横
浜
市
当
局
と

の
交
渉
で
苦
労
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
市
の
宅
地
造
成
規
制
法
に
基
づ

い
た
工
事
は
、
区
画
毎
の
石
垣
組
み
や
舗
装
道
路
の
下
に
水
道
・
ガ
ス
・
下
水
道
や
雨
水

排
水
管
や
消
火
栓
ま
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
道
路
を
横
浜
市
の
公
道
と
す
る
こ

と
で
住
民
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
維
持
・
管
理
負
担
を
な
く
し
ま
し
た
。

	

　

そ
の
後
も
民
間
事
業
者
に
よ
る
平
戸
４

丁
目
・
５
丁
目
の
開
発
・
分
譲
が
続
き
、

多
く
の
世
帯
が
電
電
戸
塚
団
地
自
治
会
に

加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

	

　

今
後
も
ま
す
ま
す
地
域
住
民
の
為
に
環

境
の
維
持
・
改
善
に
努
め
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
「
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い

街
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

初
代
の
自
治
会
館
は
自
治
会
結
成
か
ら
６
年
後
の
１
９
７
３
年
9
月
に
竣
工
し
ま
し

た
。
当
時
の
日
本
電
信
電
話
公
社
出
身
の
北
澤
通
正
氏
と
清
水
武
氏
が
興
さ
れ
た
北
沢

建
設
㈱
に
よ
り
平
屋
建
て
（
延
床
面
積

59·

62
㎡
）
で
完
成
し
、
当
時
の
図
面
名

は
電
電
戸
塚
団
地
青
少
年
会
館
で
し
た
。

５
年
後
の
1
９
７
８
年
に
２
階
部
分
の
増

築
工
事
が
完
了
し
延
床
135·

81
㎡
の
規
模

に
拡
大
し
ま
し
た
。
当
時
は
自
宅
の
新
築

工
事
を
北
沢
建
設
㈱
に
依
頼
し
た
職
員
も

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
会
館
の
敷
地
（
226·

81
㎡
）
は
当

初
は
分
譲
地
を
開
発
し
た
財
団
法
人
電
気

通
信
共
済
会
の
所
有
地
で
し
た
が
、
当
自

治
会
が
１
９
９
８
年
に
認
可
地
縁
団
体
と

し
て
法
人
格
を
取
得
し
た
こ
と
で
無
償
譲

渡
さ
れ
、
自
治
会
名
義
と
な
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
２
代
目
の
自
治
会
館
（
鉄
骨

合
金
メ
ッ
キ
鋼
板
吹
き
２
階
建
：
延
床

171·

79
㎡
）
は
２
０
０
９
年
に
初
代
と
同

じ
北
沢
建
設
㈱
に
よ
り
竣
工
し
ま
し
た
。

　

建
設
費
は
、
行
政
の
補
助
金
・
会
員
の

積
立
金
に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
で
賄
っ

た
自
治
会
名
義
の
建
物
で
す
。
歴
代
の
役

員
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
で
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
本
稿
の
執
筆
に
は
北
沢
建
設
㈱
か

ら
提
供
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
・
図
面
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

電
電
戸
塚
団
地
の
成
り
立
ち

自
治
会
館
の
物
語

共済会ニュース1965年11月号（部分）

1973年竣工の初代自治会館の設計図面　（提供：北沢建設株式会社）

第二戸塚団地分譲のご案内
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電
電
自
治
会
は
１
９
９
８
年
９
月
に
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
と
し
て
法
人
格
を
取
得
し

て
い
る
。
取
得
条
件
は
「
地
域
内
の
多
く
の

住
民
が
会
員
」
に
な
っ
て
い
る
事
。
だ
か

ら
、
自
治
会
は
日
々
を
暮
ら
す
生
活
者
と
し

て
の
人
々
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
皆
が
同
じ

意
見
で
集
結
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

元
々
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
と
い
う
法
人

格
制
度
が
出
来
た
目
的
は
自
治
会
や
町
内
会

に
集
会
施
設
と
敷
地
の
所
有
の
権
利
を
認
め

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど
、
私
に
は
「
自

治
会
地
域
内
の
住
人
の
多
く
が
会
員
で
あ
る

こ
と
」
と
い
う
条
件
こ
そ
が
意
味
あ
る
も
の

に
思
わ
れ
る
。
自
治
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
街
」

は
地
域
の
全
住
民
が
必
要
と
す
る
も
の
な
の

だ
か
ら
。

　

そ
の
自
治
会
で
の
私
の
活
動
経
験
の
中

で
は
一
度
目
の
理
事
の
時
代
の
２
０
０
１
～
２
０
０
４
年
の
安
全
・
安
心
の
為
の
パ
ト

ロ
ー
ル
開
始
と
横
浜
市
の
Ｇ
３
０
（
ご
み
ゼ
ロ
）
運
動
が
印
象
に
強
い
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は

今
も
続
い
て
い
る
。
Ｇ
３
０
は
焼
却
ゴ
ミ
削
減
の
為
の
再
利
用
可
能
ゴ
ミ
の
分
別
細
分
化

で
あ
る
が
現
在
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
繋
が
る
画
期
的
な
施
策
で
あ
っ
た
。
理
事
二
度
目
の

２
０
２
０
年
に
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
。
皆
さ
ん
同
様
に
役
員
も
大
き
な
制
約
を
受
け
る
中

で
行
事
関
係
は
す
べ
て
中
止
し
た
が
難
題
が
第
54
回
総
会
。
結
局
、
集
会
方
式
で
は
な
く

書
面
方
式
に
な
る
の
だ
が
、
開
票
作
業
量
の
多
さ
に
法
人
格
の
条
件
の
「
地
域
住
人
の
多

く
が
会
員
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　

私
は
二
回
の
理
事
経
験
の
中
で
時
代
の
大
き
な
動
き
に
立
ち
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
コ

ロ
ナ
で
自
治
会
行
事
は
白
紙
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
後
時
間
の
経
過
と
共
に
必
要
な
も
の
は

形
を
変
え
て
復
活
し
て
い
る
。
自
治
会
は
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
を
ベ
ー
ス
に
社
会
の

要
請
と
連
動
し
、
時
代
と
共
に
変
化
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
事
に
な
る
と
思
う
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
発
足
60
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
電
電
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
も
発
足
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
９
７
年
に
民
生
委
員
を
中
心
に

住
民
へ
の
お
手
伝
い
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
介
助
部
を
立
ち
上
げ
て
ス
タ
ー
ト
。
当

初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
入
会
時
の
拠
出
金
（
１
０
０
０
円
／
1
人
）
が
活
動
の
原
資

で
、
次
年
度
か
ら
は
自
治
会
か
ら
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
サ
ロ
ン
部
→
送

迎
部
→
草
取
り
部
→
小
修
繕
部
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
他
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
「
電
電
は
5
部
構
成
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
数
53
名
、
延
べ
活
動
人
数

は
年
間
１
０
２
０
名
」
と
自
己
紹
介
す
る
と
感
嘆
と
尊
敬
の
眼
差
し
を
感
じ
ま
す
。
こ
の

活
動
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
く
、
昨
年
は
全
世
帯
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
と
新
規
募
集
の
チ

ラ
シ
を
配
付
し
ま
し
た
。
新
規
会
員
7
名
、
新
規
利
用
者
7
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
・
要
望
も
寄
せ
ら
れ
、
継
続
し
た
活
動
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
戸
塚
区
役
所
高
齢
障
害
支
援
課
の
事

業
の
「
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
」
研
修
を
受
講

し
事
業
協
力
団
体
と
し
て
登
録
、
ま
た
会

内
で
寄
付
を
募
り
電
子
ピ
ア
ノ
を
購
入
し

サ
ロ
ン
部
の
活
動
の
幅
を
拡
げ
ま
し
た
。

現
在
の
課
題
は
送
迎
部
員
の
減
少
で
、
来

年
は
定
年
な
ど
5
名
が
退
会
し
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
利
用
の
申
し
出
を
断
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
す
の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
協

力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
昨
年
お
配
り

し
た
チ
ラ
シ
の
連
絡
先
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
一
同
、

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
べ
く
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
健
康
長
寿
の
為
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
何
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
治
会
活
動
で
の
想
い
出

住
み
よ
い
街
へ
、
支
え
る
思
い
　
30
年

佐
田
　
衛

堀
内
　
潔

顧
　
問

電
電
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
代  

表

2008年 戸塚警察署管内初の青色パトロール出発式

電電ボランティアの会のメンバーたち
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自
治
会
60
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
り
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
会
に
は
現
在
１
０
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
加
入
し
て
お

り
、
世
話
人
12
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
祭
り
と
焼
き

い
も
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
祭
り
で
は
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
焼
き
い
も
大
会
で
は
焼
き
た
て
の
お

芋
を
囲
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
大
切
な
行
事
で
す
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
時
間

は
、
大
切
な
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

地
域
の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
戸
塚
消
防
団
第
三
分
団
第
二
班
（
通
称
：
電
電
消
防

団
）
は
１
９
８
６
年
に
発
足
し
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。「
一
緒

に
守
ろ
う
、
自
分
の
街
」
を
合
言
葉
に
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
主
催
の
放
水
訓
練
や
心
肺
蘇
生
法
訓

練
、
平
戸
小
学
校
で
の
地
域
防
災
拠
点
訓
練
等
も
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
消
防
団
で
は
現
役
12
名
と
Ｏ
Ｂ
組
織
の
電
消
会
８
名
で

活
動
し
て
お
り
、
新
し
い
仲
間
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
18
歳
以

上
の
方
な
ら
入
団
が
可
能
で

す
。
消
防
活
動
を
通
じ
て
、

応
急
手
当
や
消
火
要
領
な
ど

役
立
つ
ス
キ
ル
も
身
に
つ
き

ま
す
！
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
消
防
団
ま
で
お
声
掛
け
下

さ
い
。

　

私
た
ち
は
地
域
の
学
童
で
活
動
す
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
少
年
軟

式
野
球
チ
ー
ム
で
す
。
自
治
会
の
結
成
か
ら
間
も
な
く
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
は
選
手
25
名
に
監
督
・
コ
ー
チ
32
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
野
球
を
通
し
て
児
童
・
父
母
・
指
導
者
相
互
の
親
睦
と
心

身
の
健
全
な
る
発
達
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
野
球
技
術
だ
け

で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
・

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
・
礼
儀
を
重
ん

じ
、
友
情
・
思
い
や
り
を
指
導

の
要
と
し
て
い
る
チ
ー
ム
で

す
。
主
役
は
あ
く
ま
で
子
ど

も
、
教
え
さ
せ
て
頂
く
と
の
基

本
理
念
で
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
新
入
部
員
も
大
募
集
中
で

す
！
皆
さ
ま
の
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
度
に
横
浜
市
が
募
集
し
た
災
害
時
に
お
け
る
要
援

護
者
の
支
援
活
動
の
モ
デ
ル
事
業
に
電
電
戸
塚
団
地
自
治
会
は
戸

塚
区
よ
り
指
定
さ
れ
、
２
０
０
８
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

自
治
会
内
に
は
大
規
模
災
害
発
生
時
に
一
人
で
の
避
難
が
困
難

な
要
援
護
者
が
い
ま
す
。
発
災

時
に
は
事
前
登
録
さ
れ
た
支
援

者
が
援
護
を
す
る
仕
組
み
で
す
。

私
た
ち
は
略
称
：
Ｙ
Ｓ
委
員
会
を

設
置
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
は
要
援
護
者
35
名
を

１
０
１
名
の
支
援
者
で
見
守
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
新
た
な
要
援

護
者
と
支
援
者
を
募
集
の
予
定
で

す
。
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
60
周
年
記
念
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
各
種
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
号
の
発
行
も

そ
の
一
環
で
す
。
自
治
会
60

年
間
の
歴
史
を
ご
一
読
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

実
は
本
号
に
は
自
治
会
の

第
14
代
会
長
を
10
年
間
務
め

ら
れ
た
２
班
の
加
藤
羊
子
氏

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲

載
予
定
で
し
た
が
、
ご
都
合

が
合
わ
ず
に
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

電電子ども会は設立53年を迎えます電電消防団は第二班の発足から40年

電電スヌーピー少年野球部は発足51年要援護者支援活動は17年目を迎えました

編
集
後
記

　

役
員
会
議
題
、
回
覧
・
掲
示

板
、
一
里
塚
、
行
事
・
会
議
予

定
、
自
治
会
案
内
図
、
理
事
・

幹
事
一
覧
な
ど
の
最
新
版
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。事

務
局　

東　

貴
彦

宮 田 千 恵岩 浪 　 司

小 林 克 行前 垣 和 正

和
田
憲
雄

会　長　７班班　長　32班

代　表　12班事務局

顧
　
問

子ども会世話人一同

電電スヌーピー少年野球部メンバー2008年 YS活動 支援者説明会

電電消防団

ホームページ
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